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l 詳しくは，地域学部 HP(http://www.rs.tottori-u.ac.jp/) の「学部案内」にある rw地域』と『地域学~J
および地域学研究科 HP(http://wwW.f5.tottori-u.ac.jp/master/)の「研究科の概要」にある「資料1 鳥取
大学における『地域学』について」を参照のこと。
2 渡部昭男 (2007)rw学校教育学』から『地域教育学H 地域教育福祉学』への道程JW中間報告② 地域
の教育福祉諸機関の連携に関する総合的研究一新Lい専門性の形成をめざしてー』。






























PART 1 ・「教育J の諸相~r教育I のイメージと誤解を解く試み
第 1章 「教育J という物語
③(山根)第 2章 「学校」という空間
③(田丸)第 3章 「発達j という神話
⑤(渡部) PART 1の総合討論




⑨(一盛)第 7章 「教育j の担い手としての教師
⑩(渡部)第 6章 学びを支える教育実践
⑪(渡部) PART 2の総合討論































「ステップ 1 テー7 の選択/ステップ 2 事前調査/ステップ 3 仮アウトライン作成/ス
テップ4 関連文献の調査/ステップ5 文献の入手/ステップ6 文献の読解と整理/ステ
ップ 7 最終アウトライン作成/ステップ B 執筆・校正/ステップ 9 出典の表示/ステッ
プ 10 仕上げ」
o r個人カード』の活用
感想、カードを改良して， 07年度から「個人カードj を導入した。「個人カード」は B5判用
紙1枚(表面)で，講義の月日，学籍番号，氏名， A 前時の復習事項 B 次時の予習事項，



































































10月のひと月. 3回にわたって PART1を進めていく意図を伝え. 3回が終わった時点では恐




著者たちは， 第 1章で「現代社会の中では， 学校を中心に教育を考える人が多いかもしれな
し、カヨ， ここでは教育という営みを， 子育てという人間形成機能としてとらえなおしてみよう」








「学校がまだなかった時代に『教育』は存在しなかったのだろうか ?J と聞いかけると， 月寸




























































































観1.-， 発達をとらえる視座を明らかにして， 教育の根底をなす人間の見方， とらえ方を確かな
ものにしていくことにしよう J(p.55) と呼びかけている。






































































5. 第 5回(渡部) PART 1の総合討論
テキストに重ねて 「地域教育学Jを入門的に語るという手法をとるからには， 単にテキスト
の解説にとどまらずに，どこかで「地域教育学jとは何かを説明しておく必要がある。そこで，





OPART 1 ( 3つの章)の繋ぎ方











































































'A4版 40字 X40行程度横書き 2枚(両面印刷可能)
-提 出 2007年 11月 13日 (火)まで 「渡部研」 のカゴへ
6 第 6回
ども


















































































































































































































































10. 第 10回(渡部)第6章 学びを支える教育実践

















































































1: 12.第 12回(太田)PART 3 r教育」の可能性・第 9章 社会の変化と教育課題






















































O締切 2008年 1月 16日(水) r渡部研のカゴj へ
0体裁 A4判 40字 x30行 2枚(両面印刷可能)








「学校教育J(第 5章)が 11人 (22%)，r教師J(第 7章)が 7人(14%)，r家庭J (~8 章)
と特別講義がともに 6人(12%)ずつ， r社会変化J(第 9章)が 5人(10%)，r学びJ(第 6章，
授業づくり)が 1人 (2%)という内訳であった。


































・荒井文昭(2006)r学校選択J教育科学研究会編『現代教育のキーワード』大月書庖， pp. 228-229， 
・葉養正明 (2005) r学校選択・通学区域の弾力化」江川政成・他編『最新 教育キーワード
137 第 11版』時事通信社， pp. 82-83， 
































14 第 14回(渡部)PART 3の総合討論
















































































































なお，最終の第 15回において， 2 ~4 年生にわたる「地域教育ゼミ+卒業研究J の事前説明








単位について言えば， r講義 2単位 90時間の学修(1コ"2単位時聞の講義による対面学修













































































また，同じく第 12回で太田が，また第 9回(第 7章)で一盛が言及した「労働」を人間形成
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機能にどう組み込むかである。「ムラ社会での生活や労働が人聞を形成する」と例示しながら，
「産・育・訓・教Jの機能図や「誕生から往生まで」のライフステージ図では， r労働Jの位置
づけがまだ十分ではない。「生涯発達論」において，子どもから大人への発達や移行に重ねて，
学校から社会(労働)へのトランジションやキャリア発達も論ずるのか，別途新たに「トラン
ジション保障Jや「キャリア論Jr労働論」を起こすかである。
さらには，第 11回の特別講義で扱った福祉の視点・視座をどう位置づけるかである。「地域
教育+地域福祉=地域教育福祉」という講義中に行った加算方式での入門的な説明も可能であ
るが，単に「福祉」をサービス区分や領域的に捉えるのではなく福祉=wellマbeing=幸せJ
と理解するならば，教育は「福祉=幸せの追求・実現」の中に含まれる，福祉をベースとして
その上に置かれる，さらには福祉に向けて営まれる，福祉は教育により実現される等とも理解
しうる。
このように，授業実践を総括する中で地域教育学」の研究面でのさらなる発展に繋ぐこと
が重要だ。この点においても，科学研究費に基づく本共同研究をはじめ，日常的に学科全体で
取り組む必要があろう。
(以上，文責・渡部昭男)
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